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30億400万円の

19年度予算を可決

議員定数10人に

ゴミ焼却

小松島市に委託

みかん作りが長生きのもと
副町長（助役）の
選任に同意
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議案に対する主な質疑

議会だより かつうら ２

３月定例会

十
九
年
度
各
会
計
予
算

約
六
十
二
億
五
百
万
円
を
可
決

三
月
定
例
会
は
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
五
日
間
開
か
れ
、
十
八
年
度
補
正
予
算
、
十
九
年
度
予

算
を
全
員
一
致
で
可
決
、
議
員
定
数
を
十
二
人
か
ら
十
人
に
す
る
議
員
提
出
議
案
は
質
疑
・
討
論
の

後
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
十
議
員
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
焼
却
を
小
松
島
市
に
一
ト
ン
当
た
り
四
万

五
千
円
で
委
託
す
る
が
、
民
間
業
者
は
四
万
二

千
円
で
処
理
出
来
る
と
言
う
。
安
い
所
に
任
せ

る
の
が
町
民
の
利
益
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
総
合
的
に
検
討
し
て
、
安
全
安
心
し
て

任
せ
る
と
判
断
し
た
。

町
道
の
改
良
は
、
十
八
年
度
に
対
応
出
来
て
い

な
い
所
を
優
先
的
に
行
う
の
か
。

ま
た
、
各
地
区
公
平
に
取
り
組
め
て
い
る
か
。

産
業
建
設
課
長
　
十
八
年
度
は
四
十
カ
所
の
要

望
が
あ
り
、
残
っ
て
い
る
所
も
多
い
が
再
度
区

長
会
で
要
望
を
聞
き
、
取
り
組
ん
で
行
く
。

ま
た
、
基
本
的
に
は
偏
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
が
、
急
を
要
す
る
箇
所
も
あ
り
公
平
に

行
か
な
い
場
合
も
あ
る
。

問答

30億400万円
32億 147万9千円

問答

国民健康保険 8億5,992万円
老人保健　　　　8億4,288万円
介護保険　　　　6億3,039万円
勝浦病院　　　　7億9,700万円
簡易水道　　　　　 4,031万円
農業集落排水 2,245万円
住宅新築資金 850万円

特別会計予算の内訳



議
員
数
を
現
在
の
十
二
人
か
ら
十
人
に
す
る
議

案
を
大
西
議
員
が
四
人
の
賛
同
を
得
て
提
出
し

ま
し
た
。

︽
大
西
議
員
︾

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、

今
後
も
町
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

議
員
自
ら
も
範
を
示
す
べ
き
だ
。

︽
井
出
議
員
︾

議
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
町
民
の
声
を
反
映
す
る
の

が
大
切
で
、
こ
れ
以
上
議
員
数
を
減
ら
す
の
は

町
民
の
利
益
に
反
す
る
。

︽
中
西
議
員
︾

各
地
区
が
同
じ
よ
う
な
利
益
が
得
ら
れ
る
議
員

配
置
が
必
要
で
あ
る
。

︽
松
田
議
員
︾

議
員
数
が
減
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
住
民
の
意

見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
町
全
体
の
こ
と
を

思
い
審
議
し
解
決
し
て
行
け
ば
不
利
益
は
生

じ
な
い
。

議会だより かつうら３

中学校体育館耐震工事に約5,000万円

一般会計

特別会計

■
賛
　
成

松
田
、
大
西
、
川
端
、
国
清
、
溝
田
、

福
徳
、
森(

敏)

、
西
浜
の
八
議
員

■
反
　
対

井
出
、
原
田
、
中
西
の
三
議
員

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
の
報
酬
十
％
、
議
員
　
五
％
の

カ
ッ
ト
を
十
九
年
度
も
継
続
す
る
議
案
が
総
務

産
建
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

議員提出議案

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

提
案
理
由

議
員
報
酬
削
減
を
継
続

副
町
長
の
選
任
に
同
意

折野好信氏（45歳）

（徳島市応神町）

前徳島県総合政策局
課長補佐

教育委員会委員

冨士巻 邦江 氏（生名）

の任命に同意しました。

今
年
六
月
に
行
わ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

DTP
議員定数十人に



費
用
負
担
の
増
も
あ
る
が
、
日
赤

か
ら
の
転
送
患
者
も
減
っ
て
い
る
。

ま
た
、
結
核
の
五
床
に
つ
い
て

は
、
改
善
時
に
県
が
廃
止
を
許
可

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

一
般
会
計
予
算

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
費
が
増

額
さ
れ
て
い
る
が
。

保
育
所
で
子

育
て
や
食
育

に
つ
い
て
の
講
演
会
の
謝
礼
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

三
月
定
例
会
に

提
案
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

地
籍
調
査
の
予
算
が
年
々

減
額
さ
れ
て
い
る
が
問
題

点
は
。

国
が
予
算
を
つ
け
て
も
県
の
予
算

枠
が
少
な
く
、
十
九
年
度
も
減
額

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

十
八
年
度
補
正

予
算
、
十
九
年
度
予
算
等
に
つ
い

て
は
三
月
議
会
に
提
案
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

勝
浦
川
バ
ラ
ス
の
し
ゅ
ん
せ
つ

に
つ
い
て
の
陳
情
は
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

一
月
三
十
一
日
と
二
月
二
十
八
日

に
委
員
会
を
開
き
、
十
八
年
度
補

正
予
算
や
十
九
年
度
予
算
、
条
例

改
正
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

ゴ
ミ
の
焼
却
を

一
ト
ン
当
た
り
四
万
五
千
円
で
委

託
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

焼
却
施
設
の
修
繕
費
な
ど

の
負
担
は
必
要
な
い
の
か
。

維
持
修
繕
費

は
委
託
単
価

に
含
ま
れ
る
。
他
の
費
用
も
要
ら

な
い
よ
う
に
契
約
書
に
盛
り
込
む
。

新
年
度
予

算
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
が
減
っ
た
要
因

は
。
ま
た
、
結
核
病
床
五

床
は
必
要
な
の
か
。

一
月
二
十
五
日
と
二
月
二
十
七

日
に
委
員
会
を
開
き
、
勝
浦
川
バ

ラ
ス
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
の
陳

情
や
、
三
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

る
十
八
年
度
補
正
予
算
、
十
九
年

度
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

十
九
年
度
予
算
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

起
債
残
高
の
推
移
は
。

十
七
年
度
末
四
十

八
億
円
、
十
八
年

度
末
は
四
十
四
億
円
で
、
十
九
年

度
末
は
四
十
億
円
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

地
籍
調
査

と
県
道
の
工
事
状
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

公
債
費
の
ピ
ー
ク
は

脱
し
て
い
る

問

問

答
病
院
事
務
局
長

問

議会だより かつうら ４

ゴ
ミ
焼
却

小
松
島
市
に
委
託

答
産
業
建
設
課
長

問

参
事
か
ら

答

参
事

委
員
会
と
し
て

委
員
会
と
し
て

問

住
民
課
長
か
ら

答
住
民
課
長

病
院
事
務
局
長
よ
り

福
祉
課
長
よ
り

答
福
祉
課
長

産
業
建
設
課
長
か
ら

小松島市のゴミ焼却場

毎年減額される地籍調査費

DTP
委員会ハイライト

DTP
文教厚生常任委員会

DTP
総務産建常任委員会



一 般 質 問

議会だより かつうら５

正
木
ダ
ム
建
設
時
、
勝

浦
郡
と
県
と
の
間
に
二

十
八
項
目
の
確
約
が
あ
る
。
現

在
、
二
車
線
化
を
推
進
し
て
い

る
が
、
未
実
施
の
も
の
で
何
を

優
先
し
て
要
望
し
て
行
く
の
か
。

二
車
線
化
を
早

急
に
進
め
な
が

ら
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
に
堤
防
の
補
修
等
も
要

望
し
て
行
き
た
い
。

各
家
庭
に
引
き
込
ん
で

い
る
光
ケ
ー
ブ
ル
が
他

人
の
土
地
上
空
を
通
っ
て
い
る

所
が
あ
る
が
、
所
有
者
の
了
解

は
得
て
い
る
の
か
。

工
事
業
者
が
土

地
所
有
者
と
話

を
し
て
了
解
を
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
ら
な

い
と
思
う
。

立
木
を
伐
採
す
る
と
勾
配
の
関

係
で
壁
面
崩
落
の
お
そ
れ
が
あ

り
、
県
は
計
画
を
変
更
し
た
よ

う
だ
。

柳
原
工
区
の
拡
幅
工
事

が
進
ん
で
い
る
が
、
計

画
し
て
い
た
工
事
内
容
と
違
う
。

変
更
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

修
は
行
う
が
、
改
良
工
事
は
行

わ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
老
朽

化
し
た
旧
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の

維
持
補
修
を
要
望
し
工
事
完
了

後
、
議
会
と
協
議
し
て
か
ら
県

に
回
答
し
た
い
。

旧
県
道
の
改
良
工
事
が

進
ま
な
い
が
ど
う
し
て

か
。ま

た
、
町
道
へ
の
移
管
時
期

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

坂
本
バ
イ
パ
ス

完
成
に
よ
り
、

県
は
旧
県
道
に
つ
い
て
維
持
補

県
道
柳
原
工
区

工
事
内
容
の
変
更
は
ど
う
し
て
か

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

光
ケ
ー
ブ
ル

引
き
込
み
に
問
題
は

答

町
長

旧
坂
本
県
道
の
移
管
時
期
は

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

問

森
　

敏

治
議
員

問

問

答

町
長

老
朽
箇
所
の
補
修
後
に

︵
町
長
︶

福

徳

重

二
議
員

問 答

町
長

壁
面
崩
落
の
お
そ
れ

︵
産
業
建
設
課
長
︶

町　長

道
路
改
良
と

堤
防
補
修
︵
町
長)

正
木
ダ
ム
建
設
に

伴
う
確
約

何
を
優
先
す
べ
き
か

老朽化した旧坂本トンネル少しは広がった柳原

DTP
森敏治議員



一 般 質 問

議会だより かつうら 6

三
十
億
四
百
万
円
の
予

算
で
町
民
の
要
望
に
こ

た
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

中
で
も
町
道
改
良
費
が
三
千
五

百
万
円
で
は
あ
ま
り
に
も
少
な

す
ぎ
る
。
増
額
す
べ
き
で
な
い

か
。ま

た
、
今
後
の
財
政
見
通
し

は
。

現
在
の
財
政
状

況
で
は
厳
し
い

予
算
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

工
夫
し
て
町
民
に
納
得
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

町
道
に
つ
い
て
は
区
長
会
で

各
地
区
の
要
望
を
聞
き
、
危
険

度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先
的

に
改
良
し
て
行
く
。

前
年
よ
り

〇
・
七
％

減
の
予
算
だ
が
、
税
源
移
譲
に

勝
浦
町
の
財
政
状
況
で

は
過
疎
債
は
不
可
欠
だ

が
、
延
長
に
向
け
て
ど
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

平
成
二
十
二
年

の
特
別
措
置
法

期
限
切
れ
を
前
に
、
関
係
市
町

村
で
過
疎
地
域
の
現
状
や
課
題

を
分
析
し
、
新
過
疎
法
の
制
定

を
目
指
し
て
国
に
強
く
働
き
か

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

従
事
し
て
い
る
。

県
の
農
業
支
援
策
と
し
て
は

﹁
新
鮮
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
展
開
事
業
﹂
の
他
に
二
事
業

が
あ
る
。

農
業
、
農
村
の

存
続
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
る
が
、
県
単
事
業

を
拡
充
強
化
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
い
。

商
品
券
に
は
前
年
同
様
三
百

万
円
を
補
助
し
て
お
り
、
購
入

限
度
額
の
引
き
下
げ
な
ど
工
夫

を
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

子
供
の
育
成
に
関
す
る

予
算
と
新
た
な
支
援
策

は
。

合
計
一
億
一
千
四
百
万
円
余
り

で
あ
る
。

十
八
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る

七
歳
児
ま
で
の
入
院
、
通
院
費

の
無
料
化
と
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
第
三
子
の
四
、
五
歳
児

の
保
育
料
無
料
化
な
ど
の
支
援

策
が
あ
る
。

よ
り
町
税
は
二
十
四
％
増
と
な

っ
て
い
る
。
新
型
交
付
税
が
人

口
割
八
十
％
、
面
積
割
二
十
％

に
な
る
と
過
疎
化
に
悩
む
小
規

模
町
村
で
は
、
今
後
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。み

か
ん
産
業
の
現
況
と

県
の
支
援
策
は
。

ま
た
、
商
工
業
振
興
対
策
と

し
て
好
評
の
商
品
券
に
対
す
る

補
助
を
増
や
す
べ
き
だ
。

Ｊ
Ａ
の
取
扱
量
な
ど
か
ら
推
計

す
る
と
、
十
七
年
度
産
み
か
ん

は
七
千
六
百
七
十
ト
ン
、
キ
ロ

単
価
百
四
十
九
円
で
約
十
一
億

五
千
万
円
の
販
売
額
と
な
る
。

十
八
年
度
産
は
二
月
で
二
百
六

十
五
円
の
単
価
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
栽
培
面
積
は
三
百
ｈａ
で

約
五
百
戸
、
八
百
六
十
人
が

問

答

町
長

倉坪産業建設課長

問

中

西

晴

美
議
員

過
疎
債
延
長
へ
の
取
り
組
み
は

関
係
市
町
村
と
連
携
し
国
に
強
く

働
き
か
け
る
　
　
　
　
　
︵
町
長
︶

答
岩
佐
福
祉
課
長

町
内
産
業
の
支
援
策
は

問

問

答

町
長

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

答

町
長

十
九
年
度
予
算
案

町
道
改
良
費
の
増
額
を

答
戸
川
参
事

答

町
長

新
た
な
子
育
て
支
援
は

商品券購入限度額引き下げ



合
併
に
つ
い
て
﹁
そ
の

時
が
来
れ
ば
決
断
を
す

る
﹂
と
い
う
答
弁
か
ら
、
﹁
近

隣
市
町
村
の
動
向
を
確
認
し
た

上
で
﹂
と
ス
タ
ン
ス
が
変
わ
っ

て
き
た
が
、
早
く
町
民
に
自
立

か
合
併
か
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

東
部
地
区
行
政

懇
話
会
で
も
将

来
は
合
併
に
つ
い
て
協
議
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
、
県

議会だより かつうら7

一 般 質 問

秋
に
開
催
さ
れ
る
国
文

祭
で
は
、
人
形
文
化
交

流
館
で
﹁
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹂
今
山
農
村
舞
台
で

﹁
人
形
浄
瑠
璃
﹂
の
公
演
が
行

わ
れ
る
が
、
宣
伝
方
法
は
。

ま
た
、
集
客
の
た
め
徳
島
駅

か
ら
専
用
バ
ス
運
行
の
予
定
は
。

県
外
へ
の
宣
伝
は
宅
配
便
を
利

用
し
、
こ
の
中
に
雛
人
形
な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
発
送

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、
徳
島
駅
前
に
勝
浦
町

の
案
内
所
を
設
置
し
、
毎
日
専

用
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

病
院
で
は
一
月
に
講
師
を
招
き

研
修
を
し
て
い
る
。
人
員
、
施

設
に
関
す
る
基
準
は
全
て
ク
リ

ア
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
で
も
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
る
。

町
が
繰
り
上
げ
償
還
す

れ
ば
町
道
に
編
入
す
る

と
言
う
約
束
で
あ
っ
た
が
、
ま

だ
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
受
益

者
に
対
し
て
の
説
明
責
任
が
あ

る
と
思
う
が
。

ま
た
、
災
害
予
防
の
対
策
や

舗
装
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

町
道
に
編
入
し

た
場
合
、
水
利

権
や
台
帳
整
理
、
老
朽
化
の
た

め
の
維
持
補
修
費
が
か
さ
む
こ

と
か
ら
保
留
し
て
い
る
。
地
元

に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
説
明

し
た
い
。

緊
急
の
時
に
は
県
単
土
地
改
良

事
業
で
対
応
し
た
い
。
簡
易
な

維
持
補
修
は
中
山
間
直
接
支
払

制
度
の
共
同
取
り
組
み
の
中
で

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

の
合
併
審
議
会
で
新
た
な
枠
組

み
が
示
さ
れ
た
時
、
最
善
の
方

法
を
考
え
た
い
。

平
成
二
十
年
か
ら
今
ま

で
の
検
診
制
度
が
国
保

に
移
行
す
る
が
、
ど
こ
に
委
託

す
る
の
か
。
勝
浦
病
院
に
し
た

場
合
、
対
応
が
出
来
る
の
か
。

院
長
も
非
常
に

強
い
決
意
を
示

し
て
い
る
の
で
、
総
合
的
に
考

え
、
勝
浦
病
院
で
良
い
と
言
う

思
い
が
あ
る
。

答

町
長

問

川

端

雅

夫
議

員

総
合
検
診
の

委
託
先
は

畑
総
農
道

町
道
に
編
入
の
約
束
は

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

国
民
文
化
祭

宣
伝
と
集
客
方
法
は

問

問

問

﹁
自
立
か
合
併
か
﹂

方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は

新
た
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
時
に

︵
町
長
︶

答

町
長

答
幸
野
病
院
事
務
局
長幸野病院事務局長

答
秋
成
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

町
長

秋成教育委員会事務局長

国文祭の会場　今山農村舞台

DTP
「自立か合併か」方向性を示すべきでは

DTP
総合検診の委託先は



申
請
が
あ
っ
て

証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

現
状
で
は
要
介
護
一
か
ら
三
に

つ
い
て
は
発
行
し
な
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
が

共
同
ア
ン
テ
ナ
の
撤
収
に
よ
り

議会だより かつうら 8

一 般 質 問

老
年
者
控
除
の
廃
止
や

介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
な
ど
、
高
齢
者
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策

の
一
つ
と
し
て
阿
南
市
、
吉
野

川
市
、
那
賀
町
で
は
要
介
護
一

か
ら
障
害
者
控
除
認
定
の
証
明

書
を
発
行
し
て
い
る
。
町
長
の

判
断
で
証
明
書
の
発
行
が
可
能

な
の
だ
か
ら
、
該
当
者
全
員
に

送
付
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
証
明
書
の
発
行
数
は
。

要
介
護
四
、
五
の
該
当
者
が
九

十
九
人
、
そ
の
中
で
申
請
の
あ

っ
た
三
人
に
発
行
し
た
。

現
在
は
県
の
制

度
を
利
用
し
耐

震
改
修
を
し
て
い
る
が
、
阿
波

市
や
美
波
町
で
実
施
し
て
い
る

事
業
を
調
査
し
て
み
た
い
。

少
子
化
対
策
の
た
め
に

も
就
学
援
助
制
度
を
見

直
し
、
以
前
の
基
準
に
戻
す
べ

き
で
な
い
か
。

財
政
が
厳
し
い

の
で
、
十
五
年

七
月
に
見
直
し
を
し
た
が
、
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
援
助

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

阿
波
市
な
ど
で
は
高
齢

者
世
帯
に
家
具
転
倒
防

止
の
金
具
代
を
町
が
補
助
し
、

建
設
労
働
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
設
置
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

多
額
の
工
事
費
が
必
要
な
住
宅

の
耐
震
改
修
を
推
進
す
る
よ
り
、

少
な
い
予
算
で
災
害
被
害
を
軽

く
出
来
る
施
策
と
し
て
、
本
町

で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

視
聴
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が

町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
個
人
の
責
任
と
し
て

放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
今
か

ら
で
も
補
助
事
業
と
同
じ
金
額

で
加
入
出
来
な
い
の
か
。

未
加
入
世
帯
へ

は
電
話
や
手
紙

で
連
絡
し
て
い
る
。

締
め
切
り
後
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
補
助
出
来
な
い
。

問

答

町
長

問

井
出
美
智
子
議
員

町　長

答
岩
佐
福
祉
課
長

高
齢
者
住
宅
の
耐
震
援
助
を

実
施
市
・
町
の

調
査
を
し
て
み
た
い
︵
町
長
︶

就
学
援
助
を

も
っ
と
受
け
や
す
く

問

共
同
ア
ン
テ
ナ
撤
収

視
聴
で
き
な
い

世
帯
の
把
握
は

問

答

町
長

高
齢
者
の

税
負
担
軽
減
を

答

町
長

答

町
長

撤収される共同アンテナ

DTP
就学援助をもっと受けやすく



一 般 質 問

議会だより かつうら９

十
五
の
目

的
基
金
が

あ
る
が
、
今
後
、
全
体
的
な
基

金
の
検
討
を
議
会
で
も
論
議
し

て
も
ら
い
検
討
を
加
え
て
行
き

た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の

起
債
償
還
の
最
終
年
度
、

現
在
の
供
用
率
と
供
用
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

財
政
の
厳
し
い
小
松
島

市
で
は
、
歳
入
確
保
の

た
め
市
の
広
報
に
商
工
業
者
の

広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
勝
浦

町
も
沈
滞
す
る
商
工
業
の
振
興

を
兼
ね
て
安
い
値
段
で
広
告
を

掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

町
広
報
は
公
共
性
を
保
つ
中
で

住
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
歳
入
確
保
だ

け
に
と
ら
わ
れ
ず
商
工
業
の
振

興
な
ど
も
含
め
、
行
政
改
革
推

進
チ
ー
ム
で
十
分
協
議
、
検
討

を
重
ね
て
行
き
た
い
。

十
三
億
八
千
万
円
の
基

金
の
中
で
土
地
開
発
基

金
四
千
三
百
八
十
万
円
、
横
瀬

橋
架
け
か
え
周
辺
対
策
事
業
基

金
五
千
五
百
万
円
、
自
ら
考
え

自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
基

金
一
億
円
は
見
直
し
や
活
用
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

い
修
繕
費
等
の
増
大
も
懸
念
さ

れ
る
が
、
利
用
料
が
合
併
浄
化

槽
の
維
持
管
理
費
以
上
に
な
ら

な
い
よ
う
に
設
定
す
べ
き
で
は
。

起
債
の
償
還
が
終
わ
る
の
は
平

成
三
十
九
年
度
で
あ
る
。
供
用

率
は
八
十
％
の
目
標
に
対
し
て

六
十
四
％
で
数
年
あ
ま
り
変
化

は
な
い
が
、
最
近
供
用
率
向
上

の
取
り
組
み
は
出
来
て
い
な
い
。

今
後
、
費
用
の

増
大
が
予
想
さ

れ
る
が
町
の
負
担
、
個
人
の
負

担
に
も
限
界
が
あ
る
。
合
併
浄

化
槽
の
維
持
管
理
費
と
同
等
に

近
い
額
ま
で
の
ア
ッ
プ
は
止
む

を
得
な
い
か
と
も
思
う
が
、
今

後
、
検
討
し
て
行
き
た
い
。

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
上
勝
町
広
報
の

内
容
は
見
ら
れ
る
が
、
勝
浦
町

の
は
パ
ソ
コ
ン
で
し
か
見
ら
れ

な
い
。
町
広
報
や
議
会
だ
よ
り

も
楽
ビ
ジ
ョ
ン
で
見
え
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
。

楽
ビ
ジ
ョ

ン
の
普
及

と
合
わ
せ
て
町
広
報
、
議
会
広

報
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
整

備
し
て
行
き
た
い
。

問
溝
田
義
昭

議
員

町
広
報
に

商
工
業
者
の
広
告
を

行
政
改
革
推
進
チ
ῴ
ム
で
検
討
す
る

︵
住
民
課
長
︶

楽
ビ
ジ
ョ
ン
で

広
報
を
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
は

松田住民課長

問

答

松
田
住
民
課
長

基
金
の

見
直
し
や
活
用
を

今
後
ど
う
す
る

集
落
排
水

問

問 答

町
長

答
戸
川
参
事

答
戸
川
参
事

答
松
田
住
民
課
長

今後どうなる県集落排水施設

DTP
町広報に商工業者の広告を



地
籍
調
査
開
始
か
ら
三

年
経
過
し
た
が
、
毎
年

予
算
が
減
り
当
初
の
計
画
が
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
。
予
算
枠
獲

得
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動
を

展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

調
査
費
は
前
年
対
比
、
十
八
年

度
八
十
九
％
、
十
九
年
度
六
十

五
％
と
減
額
な
っ
て
い
る
。
関

一 般 質 問

議会だより かつうら 10

自
主
防
災
組
織
を
全
町

的
に
進
め
る
方
針
だ
が
、

町
の
地
形
に
あ
っ
た
独
自
性
の

あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ

き
と
思
う
が
。

町
と
し
て

独
自
の
条

件
下
で
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
が
大
き
な
課
題
だ
が
、
全
町

に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、

住
民
意
識
を
高
め
な
が
ら
進
め

係
す
る
市
町
村
と
協
議
し
要

望
し
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
住
民
か
ら
公
共
施

設
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
事
に

な
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

の
か
。

住
民
に
厳
し

い
財
政
状
況

を
理
解
し
て
も
ら
い
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
努
力

す
る
。

て
い
く
。

勝
浦
町
は
急
し

ゅ
ん
な
地
形
が

多
く
、
が
け
崩
れ
に
対
す
る
災

害
予
防
と
対
策
が
必
要
で
、
急

傾
斜
事
業
も
行
い
な
が
ら
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。

組
合
長
会
議
で
ど
の
程

度
協
議
が
整
っ
た
の
か
。

ま
た
、
町
営
化
に
な
る
と
ど
う

変
わ
る
の
か
。

組
合
長
会
議
を
二
回
開
催
し
、

町
の
方
針
を
説
明
し
て
き
た
。

水
道
料
金
は
町
に
入
る
が
、
組

合
運
営
は
各
組
合
に
任
せ
る
こ

と
に
な
る
。

昭
和
五
十
二
年
の
正
木

ダ
ム
建
設
当
時
、
知
事

と
郡
町
村
会
長
と
の
二
十
八
項

目
の
確
約
の
中
に
未
実
施
分
が

あ
る
。
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

行
政
間
の
約
束

事
は
有
効
で
あ

り
、
議
会
と
も
協
議
し
再
確
認

の
場
を
持
ち
た
い
。

問

答

町
長

西

浜

勝

己
議
員

施
設
使
用
料

徴
収
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

問

問

答

町
長

問 簡
易
水
道

町
営
化
す
る
と

ど
う
変
わ
る
の
か

問

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

地
籍
調
査
の
予
算
確
保
を

関
係
市
町
村
と
連
携
し
要
望
し
て
い
く

︵
産
業
建
設
課
長
︶

防
災
対
策

地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

答
戸
川
参
事

戸川参事

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

正
木
ダ
ム
建
設
時
の

関
連
二
十
八
項
目
を

再
確
認
せ
よ

答

町
長

金比羅堤防の補強も確約の一つ

DTP
地域の特徴を生かしたマニュアルを



議会だより かつうら11

一 般 質 問

平
成
二
十
年
度
を
め
ど

に
二
保
育
所
の
内
一
カ

所
を
民
営
化
に
向
け
取
り
組
む

と
い
う
が
ど
の
程
度
話
が
進
ん

教
育
再
生
会
議
と
中
央

教
育
審
議
会
に
よ
り
教

育
行
政
法
、
学
校
教
育
法
、
教

員
免
許
法
の
三
法
が
答
申
さ
れ

て
い
る
が
教
育
長
の
見
解
は
。

ま
た
、
学
力
低
下
の
対
応
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
習
熟
度
別
授
業
の
成
果
は
。

学
校
教
育
法

に
つ
い
て
は

教
育
内
容
が
変
わ
り
、
教
育
現

場
の
混
乱
や
週
五
日
制
が
今
後

ど
う
な
る
か
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
。
教
育
行
政
法
で
は
町
村
の

教
育
委
員
の
中
に
一
人
の
保
護

者
が
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
十
分
機
能
を
果
た
せ
る
の
か

不
安
も
あ
る
。

ま
た
、
習
熟
度
別
少
人
数
教

育
に
つ
い
て
は
生
小
で
一
人
の

教
員
加
配
が
あ
っ
た
の
で
う
ま

く
活
用
出
来
、
効
果
も
上
が
っ

て
い
る
。

今
後
は
両
校
同
一
歩
調
が
取

れ
る
よ
う
話
し
合
い
た
い
。

で
い
る
の
か
。

ま
た
、
町
外
か
ら
の
一
時
滞

在
児
の
保
育
所
で
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、
よ
く
調
査
研
究
す

る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

第
二
次
行
財
政
改
革
の
中
で
一

保
育
所
の
民
営
化
推
進
を
発
表

し
た
。
小
松
島
市
と
阿
南
市
の

社
会
福
祉
法
人
五
カ
所
を
訪
問

し
た
が
具
体
的
な
話
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

一
時
滞
在
児
の
受
け
入
れ
は
、

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
は
可
能
だ
が
、

保
育
所
で
は
町
内
居
住
者
が
条

件
で
あ
り
、
条
例
の
改
正
と
他

の
自
治
体
と
の
広
域
入
所
に
関

す
る
協
議
等
が
必
要
に
な
る
。

勝
浦
農
業
の
将
来
の
在

り
方
に
対
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
と
、
行
動
の
出
来
る
組

織
作
り
が
必
要
と
思
う
が
。

農
業
団
体
の
組

織
強
化
の
た
め

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
、

就
農
者
と
の
連
携
を
図
り
、
実

践
活
動
が
出
来
る
組
織
体
制
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
国

清
　
栄

議
員

教
育
三
法
改
正
の
影
響
は

教
育
現
場
の
混
乱
等
が
懸
念
︵
教
育
長
︶

答
岩
佐
福
祉
課
長

問答

町
長

答
教
育
長

教 育 長

勝
浦
農
業
に
行
動
的

な
組
織
作
り
を

実
践
で
き
る
体
制
が

必
要
　

︵
町
長)

一時滞在児の受け入れには問題が

問
町
外
か
ら
の
一
時
滞
在
児

保
育
所
で
の

受
け
入
れ
は

条
例
改
正
や
他
自
治

体
と
の
協
議
が
必
要
　

︵
福
祉
課
長)

DTP
国清栄議員
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沖
野
工
区
は
八
月
、
柳
原
工
区

は
十
九
年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。

新
浜
勝
浦
線
の
中
山
工
区
は
今

年
度
着
工
、
沼
江
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
四
月
か
ら
境
界
立
会
、

用
地
補
償
交
渉
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
町
単
改
良
工
事
は
十

八
年
度
に
四
十
件
の
申
請
が
あ

り
、
そ
の
内
二
十
三
件
が
完
了

ま
た
は
工
事
中
で
あ
る
。

町
の
十
九
年
度
予
算
で

重
点
施
策
は
何
か
。

ま
た
、
県
は
知
事
選
挙
の
た

め
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
る
が

県
単
事
業
、
県
補
助
金
等
に
影

響
は
な
い
か
。

主
な
も
の
と
し

て
勝
中
体
育
館

の
耐
震
工
事
、
国
民
文
化
祭
の

開
催
、
環
境
保
全
対
策
事
業
、

ゴ
ミ
処
理
の
外
部
委
託
、
第
三

子
の
四
、
五
歳
児
保
育
料
の
無

料
化
等
で
あ
る
。

ま
た
、
防
災
対
策
と
し
て
全

地
区
に
自
主
防
災
組
織
の
設
置

を
進
め
、
全
町
一
斉
の
防
災
訓

練
を
計
画
し
て
い
る
。県

の
財
政

状
況
も
厳

し
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
各
課

と
も
県
と
の
連
携
を
密
に
し
て

十
分
な
対
応
を
し
て
行
き
た
い
。

県
道
の
改
良
工
事
予
定

と
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

ま
た
、
十
八
年
度
の
町
単
道

路
改
良
の
申
請
に
対
す
る
工
事

件
数
は
。

高
齢
化
が
進
み
独
居
老

人
が
増
え
て
い
る
。
毎

日
の
安
全
確
認
が
必
要
で
は
。

独
居
老
人
は
約
二
百
人
い
る
。

安
全
対
策
と
し
て
緊
急
通
報
装

置
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
老
人
会

に
よ
る
友
愛
訪
問
な
ど
を
通
じ

安
否
確
認
を
実
施
し
て
い
る
が
、

日
ご
ろ
の
近
所
付
き
合
い
や
地

域
の
つ
な
が
り
も
必
要
と
思
う
。

和
食
勝
浦
線
は
県
道
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

が
、
関
係
用
地
の
相
続
手
続
き

が
手
間
取
り
供
用
開
始
が
出
来

て
い
な
い
。
遍
路
バ
ス
の
利
用

拡
大
や
地
域
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
の
で
供
用
開
始
を
急
ぐ
べ

き
だ
。

長
年
に
わ
た
っ

て
地
元
関
係
者

の
努
力
に
感
謝
し
て
い
る
。
今

後
、
引
き
続
き
地
元
の
協
力
を

得
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
行
き

た
い
。

問答

町
長

大
西
一
司

議

員

岩佐福祉課長

県
道
改
良
予
定
は

柳
原
は
今
年
度
完
成
予
定

︵
産
業
建
設
課
長)

問

問

答

町
長

問

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

十
九
年
度
予
算
の重

点
施
策
は

勝
中
体
育
館
耐
震
工
事
な
ど
︵
町
長
︶

相続手続で遅れている和食勝浦線

答
戸
川
参
事

高
齢
者
対
策

独
居
老
人
の

安
全
確
認
は

友
愛
訪
問
事
業
な
ど

で
安
否
確
認
　

︵
福
祉
課
長)

答

岩
佐
福
祉
課
長

県
道
和
食
勝
浦
線
の

供
用
開
始
を
急
げ

今
後
も
地
元
の
協
力

が
必
要
　

︵
町
長)

DTP
十九年度予算の重点施策は

DTP
独居老人の安全確認は
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す
ほ
ど
委
託
費
用
が
削
減
さ
れ

る
。
今
後
、
具
体
的
な
数
値
目

標
を
示
し
、
住
民
の
理
解
や
協

力
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

ま
た
、
過
剰
包
装
の
抑
制
や

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進
の
協
力

体
制
は
出
来
て
い
る
の
か
。

二
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
白

色
ト
レ
イ
、
四
月
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
収
集
量
の

実
績
を
踏
ま
え
、
数
値
目
標
を

示
し
て
行
く
。

教
育
委
員
会
で
は
不
審

者
情
報
な
ど
を
保
護
者

の
携
帯
に
メ
ー
ル
で
配
信
し
対

応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
火
災

発
生
時
の
出
動
要
請
や
行
政
情

報
を
住
民
に
対
し
て
提
供
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、
携

帯
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
。

楽
ビ
ジ
ョ

ン
を
利
用

し
て
い
る
住
民
が
少
な
い
の
で

有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
充
実
し

た
内
容
に
し
て
、
多
く
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ

る
。
携
帯
電
話
へ
の
対
応
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

ゴ
ミ
焼
却
の
外
部
委
託

に
よ
り
、
ゴ
ミ
を
減
ら

ま
た
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は

手
提
げ
バ
ッ
グ
を
購
入
し
配
布

し
た
が
推
進
出
来
て
い
な
い
。

今
後
は
環
境
町
民
会
議
な
ど
で

各
種
団
体
に
周
知
し
推
進
し
て

行
く
。

二
年
後
に
総
合
型
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ

れ
る
が
、
体
育
協
会
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
行
く
の
か
。

地
域
に
根
ざ
し

た
ク
ラ
ブ
に
な

る
よ
う
体
育
協
会
と
担
当
課
で

協
議
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

十
九
年
度
予
算
で
は
、

林
業
振
興
費
が
大
き
く

減
額
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
森

林
の
持
つ
多
目
的
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
林
業
に
携
わ

る
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。林

業
従
事
者
の

高
齢
化
に
伴
う

担
い
手
不
足
の
解
消
は
難
し
い

が
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で

あ
る
森
林
資
源
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
森
林
の
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。

問
松
田
貴
志

議

員

携
帯
電
話
へ
の
情
報
配
信
を

楽
ビ
ジ
奣
ン
の
充
実
が
先
決
︵
参
事
︶

問

問

問答

町
長

分
別
収
集
計
画

数
値
目
標
を示し

て
は 戸川参事

答
戸
川
参
事

答
松
田
住
民
課
長

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

体
育
協
会
と
の

連
携
は

林
業
振
興

人
材
育
成
に

力
を
入
れ
る
べ
き

答

町
長

手選別されるプラスチック類

DTP
数値目標を示しては

DTP
体育協会との連携は
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みかん作りが
　　長生きのもと

編
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後

記

編

集

後

記

編

集

後

記
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﹁
日
本
語
は
難
し
い
﹂
と
外
国
人
が
よ
く
口
に

し
ま
す
が
、
日
本
人
で
さ
え
同
じ
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。
話
し
言
葉
で
は
そ
の
意
識
は
あ
り

ま
せ
ん
が
書
き
方
と
な
る
と
趣
が
変
わ
っ
て
来

ま
す
。
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
、
こ
の

三
種
類
を
使
い
分
け
し
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
言
葉
は
一
瞬
に
し
て
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、
活

字
は
沈
着
に
し
て
冷
徹
、
周
囲
の
状
況
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
形
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
形
を
分
か
り
や
す
く

確
か
な
も
の
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
頑
張
っ
て

来
た
現
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
も

今
回
で
最
終
譜
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
色
々
な
面
で
文
章
に
関
わ
る
こ
と
の
難
し
さ

を
体
得
し
た
四
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
御
愛
読
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
栄
︶

山 村 　博さん（今山)　大正４年12月22日生 （満91歳)

　　若い頃の思い出は

　　父が事業に失敗し、小学校卒業と同

　　時に農業を手伝いながら、みかん取

　　り用のかご作りを始め、家計を助け

　　てきた事です。

　　　また、みかんブームが始まり、山

　　を開墾し、ようやく１ｈａの畑が完

　　成し苗木を植えました。

　　趣味は

　　歌とスポーツです。ゲートボールを

　　始めて十年になり、休みの日にはよ

　　く試合に出かけています。

　　長生きの秘訣は

　　わき目も振らず一生懸命みかん作り

　　を続けてきたことが長生きにつなが

　　っていると思っています。

　　好きな食べ物は

　　柿やみかん、ぶどうなどの果物が好

　　きです。

　

　　最近の楽しみは

　　毎週火曜日に喜楽苑に出かけ、ゲー

　　トボールをしたり、多くの人と世間

　　話をするのが楽しみです。

　　最近思うことは

　　日本が豊かになりこの国に生まれた

　　ことが大変幸せと思っています。

　　今後、町に望む事は

　　昔、みかんで町が栄えたように、こ

　　れからも町が

　　栄えるように

　　頑張ってほし

　　いと思ってい

　　ます。
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A

Q

A

Q

A
Q

A

Q

A

Q
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DTP
元気が一番




